
 

 

 尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    1_建築計画概要 1-1. 計画コンセプト    

 

1-1． 計画コンセプト 

 

（１）安心安全な文化・芸術拠点の再生 

開設以来 50 年近く市民の文化芸術体験や活動を支えてきた本施設であるが、耐震性において現行

基準を満足していないことが判明した。また、老朽化に伴う機能低下も顕著になっている。 

本計画では様々な角度から検証を行い、長く市民に親しまれてきた外観イメージと建築性能を損な

わず、かつ費用対効果の高い改修方法を組み合わせ、安心安全な文化・芸術拠点を再生する。 

 

（２）減築による公共建築ストックの活用 

近年、潤沢な資源を消費していく「スクラップアンドビルド型」の時代は終わりを告げ、一つの建

物を長く使う「ストック型」への転換が求められている。 

本計画では文化棟を減築することで耐震性を現行基準に適合させる。加えて平面計画を見直すこと

により尼崎市を代表する公共建築ストックである本施設をリノベーションし今後の活用に供する。 

 

（３）駅と公園と街をつなぐ新たな回遊動線の創出 

本施設と庄下川公園はそれぞれ独自に整備された経緯もあり、相互の関係はさほど強くはない。 

また、阪神尼崎駅から延びてきたペデストリアンデッキは本施設のコンコースに至る直前で終わって

いる。 

この大きく 2 つの事情により本施設を目指して来る市民の流れが滞ってしまっている。本設計では、

この関係を見直し、本施設を中心とした「にぎわい創出」に寄与する「新たな回遊動線」を構築する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

□図 庄下川公園側 鳥瞰 イメージパース 

（※注：計画部分を確認できるようにするため、既存樹木の高木は表現していません。） 

 
□図 ペデストリアンデッキ側 鳥瞰 イメージパース 

（※注：計画部分を確認できるようにするため、既存樹木の高木は表現していません。） 

□図 国道 2号線側 アイレベル イメージパース 

（※注：計画部分を確認できるようにするため、既存樹木の高木は表現していません。） 
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 尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    １．建築計画概要 1-2.全体配置計画  

 

1-2．全体配置計画 

 

（１）全体配置の考え方 

 

〇 全体配置計画にあたっては、「設計コンセプト（３）駅と公園と街をつなぐ新たな回遊動線の創出」 

  を踏まえ、本施設の周辺街区との関係性を見直し、下記の各既存施設と連携した動線計画の再構築を

行うことによって街区全体の新たな回遊性を創出する。 

    ① 既存庄下川公園との関係性を見直し、新たな回遊動線を立案する。 

    ② 既存ペデストリアンデッキ（阪神尼崎駅からの動線）との関係性を見直し、新たな回遊動線

を立案する。 

    ③ 既存アルカイック広場との関係性を見直し、新たな回遊動線を立案する。 

 

（２）接続ブリッジ新築の考え方 

 

〇 本基本設計においては、「総合文化センター耐震化等整備プラン検討業務（2023 年 6 月）」における

「ペデストリアンデッキ延伸整備の方向性」の結果を踏まえ「幅員 10ｍブリッジ接続案」を採用する。 

 

（３）庄下川公園改修の考え方 

 

〇 本基本設計においては、「総合文化センター耐震化等整備プラン検討業務（2023 年 6 月）」における

「庄下川公園の一部改修の方向性」の結果を踏まえ、「中間範囲改修案」を採用する。 

〇 但し、その検討の中でも言及されている通り、これは暫定的な「部分改修」という位置付けである。 

本施設と庄下川公園をデザイン面、運用面などあらゆる点において一体感ある姿とするには、庄下川

公園のコンセプトまで立ち戻るべきであり、これは将来の検討課題として残る。 

 

（４）「まちづくりの拠点」整備の考え方 

 

〇 本施設を「にぎわいを創出するまちづくりの拠点」として再整備する手法について、本基本設計にて、

「尼崎アート＆ミュージックパーク構想（仮）（2023 年 3 月）」としてまとめた。（以下「構想」） 

〇 「構想」においては、人流を活性化するにあたっては「回遊動線の創出」というハード面整備は重要

であるが、それだけでは不十分であり、 

①本施設の「市民を引き付ける魅力」というソフト面を充実させ、なおかつ継続していくこと。 

②さらには本施設以外の様々な施設や場所を「にぎわい拠点」として多面的に整備していくこと。 

以上 2点がより重要であることを報告している。 

〇 以上の 2 点の実行については「時間」も「根気」も「人手」も相応にかかることから「構想」では、

早々にプロジェクトチームを立ち上げ「取り組みやすく効果が出やすい」施策からスタートし、徐々

に市民の機運を醸成していくことで本施設の竣工に備えることを提言している。 

 

 

（５）全体動線計画の考え方 

 

１）国道 2号線からの動線計画 

 

〇 本施設の国道 2号線からのエントランスアプローチは 2ルート用意されている。 

ルート①：庄下川公園沿い下りスロープから 1階ピロティレベル至るルート 

ルート②：正面大階段から 2階コンコースレベルに至るルート 

  今回の改修では、ルート②をこれまで通り存置する一方、①のスロープを歩行者（高齢者等含む） 

及び自転車利用者のメインルートとして積極的に再整備する。 

〇 文化棟への来館者動線 

庄下川公園沿い下りスロープからアプローチしてきた来館者は、1階来客用エントランスホールに入

り、来客用 EV または B階段にて上層階へ向かう。 

〇 ホール棟への来館者動線 

庄下川公園沿い下りスロープからアプローチしてきた来館者は、1階来客用エントランスホールに入

り、来客用 EV または B階段にて 2階コンコースへ出てホール棟へ向かう。 

〇 自転車利用者等への配慮として、文化棟建物内に入らずに 2階コンコースレベルへ昇ることができる

屋外階段ルートを今回の改修計画にて整備する。 

 

２）庄下川公園からの動線計画 

 

〇 現在、庄下川公園から本施設 2階コンコースへ至るアプローチは、公園北側からのルート③しかない。 

  今回の改修では、公園北側の一部を改修することによって新たなルート④⑤を整備する。 

    ルート④：公園南側正面の噴水の周囲を回る園路を一部改修し、2階コンコースレベルまで到達

させる。スロープの勾配等はバリアフリー関係法令の基準を満足する仕様とする。 

    ルート⑤：公園中央の円形広場の周囲を一部改修し、階段状の園路として 2階コンコースレベル

まで到達させる。円形広場を舞台に見立てた場合の客席としても機能する設えとする。 

 

３）ペデストリアンデッキ（阪神尼崎駅方面）からの動線計画 

 

〇 現在、阪神尼崎駅方面から延びて来ているペデストリアンデッキは本施設のコンコースに到達して

いない。歩行者はコンコースを目前にしながら、一度国道２号線に下りた後、再び正面大階段を登

ってコンコースには入り直さねばならず、これが駅前からの歩行者動線を滞らせている大きな原因

となっている。今回の改修では、接続ブリッジを新築し、新たなルート⑥として整備する。 

     ルート⑥：ペデストリアンデッキを延伸させ、本施設 2階のコンコースまで到達させること

によって阪神尼崎駅方面から来た歩行者をスムーズに本施設に誘導する。  
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尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    １．建築計画概要 1-3．ホール棟   （１）平面改修計画   

 

1-3．ホール棟改修計画 

 

（１）平面改修計画 

 

１）改修計画の基本的な考え方 

 

   ホール棟の改修にあたっては、以下の 5点を主な目的および工事内容とする。 

（※但し、下記の項目は概算工事費内訳書の工事区分とは必ずしも一致しない。） 

 

  ① 耐震補強工事 

・耐震補強設計によって追加される耐震壁や補強鉄骨などの新設を行う。 

    ・上記の施工のために発生する建築・設備工事（いわゆる道連れ工事）を行う。 

② 特定天井の耐震化改修工事 

    ・特定天井に該当し、なおかつ基準に適合していない既存大ホール天井、ホワイエ天井、多目的室

（現ミニホール）天井、コンコース天井、以上の４か所を解体撤去し、H25 国交省告示第 771 号    

で規定された基準に適合した耐震天井に更新する。 

    ・上記の施工のために発生する建築・設備工事（いわゆる道連れ工事）を行う。 

  ③ 長寿命化（老朽化）対策工事 

    ・建築・設備の老朽化した（耐用年数を超過し老朽化が著しい）部分の撤去・更新を行う。 

     但し、耐用年数が過ぎていても発注者より存置の指示があったものは除く。 

    ・上記の施工のために発生する建築・設備工事（いわゆる道連れ工事）を行う。 

  ④ バリアフリー対策工事 

    ・バリアフリーの法令基準に適合していない箇所の改修を行う。 

    ・上記の施工のために発生する建築・設備工事（いわゆる道連れ工事）を行う。 

  ⑤ 不具合対策工事 

    ・「ホールの音漏れ」など重大と考えられる不具合箇所の改修を行う。 

    ・上記の施工のために発生する建築・設備工事（いわゆる道連れ工事）を行う。 

 

２）地階平面改修計画 

 

 【楽屋ゾーン】 

 

  〇 リハーサル室 （詳細はｐ1234～1236 参照） 

  ・リハーサル室は、直上階の大ホール床下チャンバー室を介して接した構造になっている。そのため、

現天井の下地は防振吊仕様となっており遮音に一定の配慮はなされている。しかしながら、実際の運

用のなかで、わずかながら音漏れが確認されている。 

 

 

 

 

  

 ・本基本設計では、天井を更新する際に、天井内スラブおよび壁の貼れる範囲内にグラスウール吸音材

を施工し、漏れ出る騒音を吸音することで相互の音漏れの軽減を図る。（※完全に遮音するためには

室全体を浮き床構造にするなど大掛かりな対策が必要であり、現実的ではないと判断された。） 

・リハーサル室の壁は既存壁材を存置し再塗装する。 

  ・リハーサル室の床は既存床材を存置しワックスを再塗装する。 

 

 ○ リハーサル室更衣室 （詳細はｐ1234～1236 参照） 

  ・老朽化した内装、設備を全面更新する。 

・シャワーはユニット既製品とする。 

・2重壁内排水に支障をきたしている箇所については解消する。 

 

○ リハーサル室便所 （詳細はｐ1237 参照） 

・老朽化した内装、設備を全面更新する。床は湿式から乾式にする。 

・大便器は全て洋式とし洗浄便座付きとする。 

・2重壁内排水に支障をきたしている箇所については解消する。 

 

  ○ 第 6、第 7 楽屋 （詳細はｐ1238 参照） 

  ・老朽化した内装、設備を全面更新する。 

  ・カウンター、その他造作を更新する。 

 ・2 重壁内排水に支障をきたしている箇所については解消する。 

 

  ○ 楽屋便所 （詳細はｐ1239 参照） 

・老朽化した内装、設備を全面更新する。床は湿式から乾式にする。 

・大便器は全て洋式とし洗浄便座付きとする。 

・2重壁内排水に支障をきたしている箇所については解消する。 

 

〇 シャワー室 （詳細はｐ1239 参照） 

・老朽化した内装、設備を全面更新する。 

・個室化して上がり框を設けた上足仕様とする。廊下からの入室扉は表示錠とする。 

・既存浴槽を撤去しシャワーユニット(既製品)を設置する。 

・2重壁内排水に支障をきたしている箇所については解消する。 

 

  ○ 楽屋廊下 （詳細はｐ1237 参照） 

・老朽化した内装、設備を全面更新する。 

・機械排煙は存置する。 
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尼崎市総合文化センター耐震化事業に係る基本設計業務    １．建築計画概要 1-3.ホール棟 （1）平面改修計画  

 

３）１階平面改修計画 

 

【耐震壁】 

  〇必要ヶ所に鉄筋コンクリート造の耐震壁を追加する。その他詳細は基本設計図に拠る。 

  ・X8 通り。大ホール北側ロビー(2)～ピアノ庫間。厚さ 40㎝ 

  ・指定管理者事務所の 2辺。X2通り。Y4通り。厚さ 40㎝ 

  ・指定管理者事務室入口階段廻り。Y３通り 2か所。厚さ 40㎝ 

  ・Ｘ10 通りＥＰＳ、管理用階段、スピーカーボックス側 

  ・Ｘ9通りピアノ庫内。 

     

 〇車路部 

  ・X1 通り。車路への自然光と自然風の導入のためにドライエリアが 2か所設けてあるが、耐震設計上、

必要な耐震壁設置のためにこれを塞ぎ埋め戻す。 

 

  〇第 4．第 5. 楽屋の柱際に耐震スリットを新設する。 

 

【観客ゾーン】 

  〇客用便所（詳細はｐ1254 参照） 

・衛生器具の個数は、衛生器具学会基準のサービスレベル１以上を確保する。 

・大便器は全数を洋式とし洗浄便座付きとする。 

  ・女子トイレに、パウダーコーナーを２か所（４ブース）設ける。ベビーベッド 2台を実装する。 

  ・男子トイレにベビーベッド 2台を実装する。 

・内装、設備を全面更新する。床は湿式から乾式にする。 

・女子トイレブース数を増やすために、管理者用の更衣室・便所を移設し、このスペースも女子トイレ

内に取込むことも検討されたが費用対効果が低いとして採用されなかった。 

 

〇中間階車椅子席整備（詳細はｐ1253、1256 参照） 

  ・現在の最後部４席（+介添者席４席）に加え、より舞台に近い中間階に車椅子席 8 席（+介添者席 8

席）を新たに設ける。 

・中間階客席用エレベーターと通路を整備する。コストを抑えるため、既存観客用階段に車椅子昇降リ

フトを設置する案を検討したが、階段幅が狭く、リフト使用中は観客の通行が全くできないため、現

実的ではないと判断された。 

 

【楽屋ゾーン】 

 

〇第 1．第 2．第 3. 楽屋（詳細はｐ1262 参照） 

  ・内装を更新する。天井下地は存置し再利用する。 

・既存ユニットバス設備は健全なため存置とする。 

 

  〇第 4．第 5. 楽屋（詳細はｐ1261、1264 参照） 

  ・内装を更新する。天井下地とも撤去・更新する。 

・造作家具等を更新する。洗面台等衛生器具は更新する。 

  ・東側排煙窓は延焼の恐れがある範囲にかかっているので一部線入ガラスを網入りガラスに交換する。 

  ・東側排煙窓際の鉄筋コンクリート壁に耐震スリットを設ける。 

 

  〇楽屋廊下 

  ・内装を更新する。天井下地とも撤去・更新する。 

     

  〇楽屋便所（詳細はｐ1262 参照） 

  ・内装、設備を全面更新する。床は湿式から乾式にする。大便器は全て洋式とし洗浄便座付きとする。 

  ・車椅子対応トイレを新設する。 

   

  〇楽屋入口廻り（詳細はｐ1261、1264 参照） 

  ・ホール玄関ドアまでの段差を解消するスロープを設ける。 

  ・楽屋ホールと楽屋廊下の段差を解消するリフトを設ける。 

  ・現在設置されている段差解消スロープは荷物の搬出入等に利用されているので存置する。 

 

【管理ゾーン】 

 

  ○指定管理者事務所 

  ・現ホール事務室は指定管理者事務所に改修する。 

・管理職（部長級）1名、総務課 9名、文化課 9名を想定する。 

  ・室の 2面に耐震壁が追加されるので、内装を更新する。窓が塞がれるので内装不燃化する。 

  ・OAフロアは設けない。新たに必要な電源や LAN配線は天井からの供給とする。防災センターとの仕

切り壁は存置する。 

 

  ○防災センター 

  ・現防災センターは存置する。現控室は存置する。 

・管理職（部長級）1名、総務課 3名、施設課 5名を想定する。 

・防災監視盤等は更新する。 

  ・内装更新は天井のみとする。 

  ・OAフロアは設けない。追加で必要な電源や LAN配線は天井からの供給とする。 

・Y7 通り控室は存置する。また、指定管理者事務室間の間仕切りは存置する。 

 

  ○受変電設備室、自家発電機室、機械室 

  ・床は存置し清掃のみとする。壁・天井のグラスウール（クリンプネット押え）は粉塵や湿気の吸収に

よる経年劣化と吸音率低下が進行しているので、これを撤去し湿気を通しにくいガラスクロスで包

んだグラスウールボード（ピン押え）に更新する。 
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